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概  要 

 

12-ヒドロキシステアリン酸に少量の結晶性有機化合物を混合して有機溶

媒に加熱溶解させ、その溶液を基材表面に塗布して常温で乾燥させると、水と

の接触角が 150°である超撥水表面が作製できる。（図参照） 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本法は分子の自己組織化を利用しているため、①ゲル化剤を含む溶液を基材

に塗布するだけで超撥水表面を構築でき、②容易に広範囲を超撥水化でき、③

特別な装置を必要としない、という特徴があり、他の方法と比較し短時間で安

価に超撥水表面を作製できる。 

本技術の 

有用性 

超撥水化剤は１００％植物由来原料であり、食品添加物としても認められて

いる安心・安全な物質であるため、さまざまな製品に展開することができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

図(a)植物由来超撥水化剤で処理した基材表面上の水滴、(ｂ)超撥水表面の電子

顕微鏡写真 

適用可能製品 

有機溶媒に侵されない基材であれば、素材によらず超撥水化できる。また、

紙材を超撥水化しても、リサイクル工程でアルカリ水溶液に投入すれば容易に

溶解、分散でき、リサイクル性のある超撥水加工紙が製造可能である。 
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